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凡退 金 ，会費納入，および 出版物 (DGD, サーキ ] ラ 一等 ) の郵送については ，上記学 

会事務センタ 一に書面で御間合せ 下さい。 

事務局よりのお 願い ソ 

テレホンカード 販売について 

前号のサーキュラ 一でもお知らせ 致しましたが ，日本発生生物学会発行のテレホンカードを 発 

売 中です。 まだお 買 求めでない 方 ，どうぞ 御 購入下さい。 すでに 御 買いになられた 方も 2 枚目を 

どうぞ ( そろそろ度数もなくなってきた 頃 と思いますが               

まだ，たくさん 残っておりますのでどうぞ 御協力下さい。 お願い致します。 詳細は前 54 号をご 

らん下さい。 

日本発生生物学会 

事務局会計幹事 藤 原 昭 子 



  
  

  

1.  日本発生生物学会第 10 期会長および 運営委員選挙結果 

昭和 61 年 12 月 8 日 ( 月 ) 国立遺伝学研究所会議室において 開票され，以下のように 決りました。 

会 長 : 安 堵 郁 夫 

次点 : 江 口 吾 朗 

運営委員 : 沃野 --- 美 -G 庄次 @ 聡拾う一 

- 石崎 宏矩 "C 名犬・ 理 。 生 ) 

江口 吾朗 ( 基 生所 ) 

岡田 祐吉 ( 筑波大・ 生 ) 

一片桐 - 千明 -( 北メ Ⅰ 理 ・ 動 )   
り角 藤 ・ 聴谷 Ⅹヨ菱生命 ヂ ) 

Ⅲ 田 - 行 昭べ遺伝研 ) 

佐藤 矩行 ( 京人・ 理 ・ 動 ) 

ぷ 年別 洸 ，一京 叶 けり い - 理工生ナ - 

鈴木 義昭 ( 基生研 ) 

平本 幸男 ( 東工大・ 理 ・ 生 ) 

見 元紀 ( 東工大・ 理 ・ 生 ) 

水野 丈夫 ( 東大・ 理 ・ 動 ) 

毛利一秀雄 て 東大・教養・ 生 ) 

次点 山上健次郎， 固 まりな 

尚 ，女僧郁夫氏は 会長に当選のため ， 安増 郁夫氏を除く 15 位までの 14 名が次期運営委員として 

当選した。 

以 上 

選挙管理委員 : 黒田 行 昭 

森脇， 和郎 

清水 浴 

立 会 人 : 名和 三郎 

2.  第 20 回大会の御案内 

第 20 回の大会は， 1987 年 5 月 28 日 ( 木 ) .29 日 ( 金 ) .30 日 C 士 703 日間，京都伝統産業会館 ( 京 

都市左京区岡崎公園内 ) で開かれます。 一般講演 ( 口頭発表とポスタ 一 ) を募集いたします。 

詳細は本号 30 頁をご覧下さい。 

京都大学理学部動物学教室 

第 20 回大会準備委員会 

米 田 満 樹 
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3.  会長を辞するにあ たって 

今回， 12 月末を以て， 2 期 4 年間にわたって 務めさせて頂いた 会長の任を離れることになりま 

した。 

思い起こしますと ， 4 年前，会長就任に 当たって述べました 言葉， " 浅学非才の人間が 如何に 

して発生生物学と 言う学問を， 次の世代に伝えて 行くか " と旨 9 気持ちは今でも 変わりあ りま 

せん。 会員の皆様は ，非力の私を 支え，幾多の 私の失敗をも 暖かい目で見守って ，助けて下さい 

ました。 心から感謝いたして 居ります。 

私の発生生物学に 対する基本的な 考え方は ， " この学問領域は 多様化しているのが 一番健全で 

あ る " と言 5 のにつきます。 個々の研究者が ， 自分自身の研究材料，アプローチを 大切にしなが 

ら ，発生生物学の 大きな流れの 中で何をもって 学問に貢献できるかが ，私達に課せられた 任務で 

あ ると信じて居ります。 

学会は，現在，経済的に 困難な時期にさしかかっております。 この困難さを 克服しないまま ， 

次期の会長の 任を，安堵教授にお 渡しすることを 大変に心苦しく 感じて居ります。 私に対して以 

上の皆様のご 支援をお願いする 次第です。 

今まで，何とかやってこられましたのは ，安堵事務幹事長，山名編集主幹，運営委員の 方々を 

始めとする会員諸学兄姉の 力添えのためと ぽ 、 って居ります。 心から御礼申し 上げます。 

昭和 61 年 12 月 

加 藤 淑 裕 

4.  ごあ いさつ 

安 堵 郁 夫 

風儀，この度加藤会長の 任期満了に伴う 会長選挙によって ，次期会長に 選出されました。 非常 

な名誉を感ずると 同時に責任の 重大さを痛感致しております。 

本学会は， 現 加藤会長のあ 、 、 さつにもあ ります よ うに，多くの 研究方向から 広い発生学分野に 

わたった開かれた 学会であ り，これまでにも 優れた研究成果が 多々発表されて 来ました。 このよ 

5 な輝かしい業績を 持つ金工会長を つ とめられた諸先輩に 比べますと，私は 学問上ではもちろん 

のこと実務におきましても 非力であ る事を実感致す 次第でございますが ，とにかく，皆様の 歩ん 

で来られた道を 継承し，日本発生生物学会の 発展のために 微力を尽して 努力したいと 思います。 

さて，本学会のアカデ ，ック な意味での水準を 上げて会の魅力を 増す事は私の 直接良くする 所で 

はないと存じますが ，優秀なる会員の 皆様が充分に 活動のできる 環境を整備する 事こそ私の使命 

だろうと 思 つております。 日本発生生物学会は．例えば 文部省科学研究費の 詮 衡 メンバーを推薦 

する機能を持たない 事でもおわかりの 様に， 「非政治的」な 学会であ ります。 従って，その 様な 

方面での学会員への「サービス」は ，もちろん拡張すべく 努力は致しますが ，極めて少なかろう 

と思います。 従って本学会と 会員との現実的なふれあ いは主に DGD の刊行配布，年に 1 回の大 

会 ，そして 々 ソフォメーシ。 ソ サーキ， ラ 一の配布になろうかと 思います。 従ってこれらは 維持 
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されねばならない 最少のもので 有りますが，現実には ，本学会はこれさえも 実行する事に 危惧を 

感ずる程の深刻な 財政危機状態になっております。 この財政危機は 一に今年度の 驚くべき円高に 

よって持たらされたものです。 このために， DGD の海外頒布に 伴 う 収入が，その 販売部数が増 

加 しているにもかかわらず ，通年で約 30% の減小 を見ました。 本学会は会員数が 比較的少ないと 

申せましょうが ， DGD とい 5 優れた，そして「大きな」 Journal を持っている 事が特徴です。 

そのため DGD 販売による収入依存率は 極めて高く， 30% 強になっておりました。 しかし現在の 

円 レートではこれは 20-25% にまで低下致し ，当然全収入も 減少を見ております。 この事は DG 

D の海外頒布が 多 い 事を示すわげですからあ る意味では誇る 事かも知れませんが ，実際には 62 ヰ - 

皮一般会計は ，特別会計を 取りくずしてまかなわれる 赤字予算になる 可能性が高いと 思われま 

す 。 そのため 63 年度には，特別会計が 一般会計をお ぎ な う 事も不可能となりましょう。 このよ う 

な 財政危機によって 学会を破綻させることは 断固として回避しなければなりません。 私にあ たえ 

られた任務の 第 1 はこの財政の 再建にあ ります。 そのためにはむしろ 積極的に DGD の質的な 充 

実を計り，より 広く頒布を計りたいと 思います。 具体的な審議はもちろん 運営委員会の 皆様と 致 

しますが，一案と 致しまして私見をのべさせていただ ざ ますれば， DGD の論文の超過 頁 のこと 

があ ります。 現在国外からの 論文の超過貫代は 円高のため驚くべき 額になっていますし ，国内か 

らのものに致しましても ，投稿を蹟 曙 させる程の金額です。 つまり投稿を 阻害する要因となって 

いることは確かです。 真 数の増加ということは 財政の圧迫につながります。 しかしながらそのこ 

とによって DGD の質的な向上を 見，頒布量を 増やすことが 出来るならば ，必ずや将来の 財政宏 

定につながると 考えます。 議論の百出する 所かと存じますが 一考の価値あ りと思います。 次に当 

学会の大会は ，その 顔 ともいえる行事であ りますが，実際には 開催地の会員の 皆様の努力で 運営 

されており，学会事務局の 貢献は微々たるものです。 しかし，会長並びに 学会事務局も 当然重大 

な責任を持っべ き 行事であ ることはい う までもあ りません。 本学会ではこの 度大会講演論文の 内 

容を ，事前の手続をへて 講演後に特許申請ができるという 特許法による 指定学会になりました。 

近年の科学技術の 進歩は，基礎的研究分野でもこのよ 5 な配慮が必要との 判断のもとに 特許庁に 

申請致しておりました 結果許可されたものです。 これによって ，特許申請を 行い得る内容を 持つ 

論文の発表の 障害が取りの ぞ げたものと考えています。 

これらを含む 諸々の問題の 解決によって ，会員の皆様の 発表が促進されかつ 会員数の増加につ 

ながることができれば ，すなわち財政的基盤を 支えることにもなると 考えます。 又 。 「発生学」 

に 含まれる分野ならびに 関連する分野の 研究者で，本学会との 関係の強くない 方々の積極的な 参 

加も期待する 所です。 

当面の間，会員の 皆様に 御 迷惑をおかげすることも 多々あ ると存じますが ，学会の充実，繁栄 

を成すことは 偏に皆様のお 力添えあ ってのことです。 何卒この後も 御指導，御協力をいただげま 

すよう心よりお 願い申し上げます。 

一一 3 - 一 



5.  日本発生生物学会が 産声を上げたころ 

織 田 秀 実 ( 五教 六 ・一般教育・ 生物 ) 

  

日本発生生物学会は ， 1968 年 5 月 18 日，立教大学 ( 東京 ) 5 号館で設立総会を 催し，産声を 上 

げた。 

胎動期産声の 前に胎動期があ った。 一つは戦前 ( 太平洋戦争 ) よ り実験形態学会 ( 代表者は 

市川 衛 博士 ) が設立されており ，『実験形態学諸ロ の 刊行や研究発表のための 大会を催し，活動 

してきた。 一方，戦後間もなく ，発生学の国際雑誌 "Embryologia" を刊行する母体として 日本 

発生学協会 ( 代表者は佐藤忠雄博士 ) が発足し，研究成果を 内外に発表していた。 また，東京で 

は 発生学談話会 ( 代表者は丘英道博士 ) がつくられ，東京在住の 発生学研究者の 研究交流の場と 

なっていた。 こうした情勢の 中で， 1967 年 5 月，名古屋大学で 実験形態学会の 大会が開催された 

とき，これらの 団体が単に合併するというのではなく ， よ り広範囲の関係者が 積極的に参加する 

新たな日本発生生物学会を 創設しよ 5 ということが 合議された。 そして T 実験形態学 誌 』は『発 

生生物学誌』と 改名することが 諒承され， "Embryoloeia" も編集会議を 開いて新しい 方向に対応 

することになった。 こ 5 した経緯を経て ，同年 7 月京都大学に 初の日 本 発生生物学会設立準備委 

員 会が招集された。 このと ぎ， 私は林雄次郎博士 C 当時， 東 散大 ) から代理として 出席する よう 

依頼された。 ここで，私は 初めて胎動期の 日本発生生物学会にかかわりをもつことになった。 そ 

の委員会では 新学会設立のための 発起人 73 名のリスト作りや 会則原案の討議が 行われた。 そして 

設立総会並びに 第 1 回大会は東京で 開こちということになり ，委員長には 林 ( 雄 ) 博士が指名さ 

れた。 

設立総会への 準備 1967 年秋のあ る 彼 ，関口晃一博士 ( 当時， 東 敦夫 ) が招待した酒宴の 席に 

林 ( 雄 ) 博士をはじめ 5 名のものが居合せたが ，歓談する う ちに私は「立教大学ではあ らかじめ 

登録された学術団体の 全国的規模の 催しには 5 万円の補助金が 出る」とい 5 ことをうっかり ロ に 

滑らせてしまった。 それが運のつぎで ，後日， 林 ( 雄 ) 博士から日本発生生物学会の 設立総会 並 

びに第 1 回大会を立教大学で 催してほしいと 正式の要請があ った。 何しろ，立教大学では 発生学 

関係者は，当時私一人だったので ，会場設定はやるとしても ，もろもろの 準備や運営には 東京教 

育大学から応援を 頼むという条件付きで 会場を引き受けた。 立教大学当局には 新しい学会だが ， 

既に登録してあ った実験形態学会の 生れ変りだということを 力説して，学会開催の 諒解を得るこ 

とができた。 

1968 年になり会場その 他の手配をし ，着々と準備を 進めていた。 立教大学の用度 課 に学会開催 

の件を相談したところ ，全面的に協力してくれ ，器材等を整えることができた。 だが， 3 月にな 

っても 林 ( 雄 ) 博士の下で立案されることになっていた 当日の進行に 関することは 少しも具体化 

されていなかった。 それで石崎 宏矩 ( 当時，京人 ), 加藤憲一両博士 ( 当時，同志社大 ) と連絡を 

とり，お膳立てをして 林 ( 雄 ) 博士に相談し ，ようやく当日の 段取りが具体化していった。 会場 
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設営や受付には 東京教育大学の 発生学関係の 方々が多数協力して 下さることになったので ，会を 

進める目処がついた。 

設立総会と第 1 回大会 第 1 日 (5 月 18 日 ) 午後 1 時から設立総会が 開かれた。 まず新学会発 

足の趣旨や経過が 報告された。 この学会の目的は 発生生物学の 進歩と普及をはかることにあ る。 

つづいて学会の 構成・活動について 討議された。 このとき，印象的だったのは「会長・ 運営委員 

は最初から会員の 直接選挙によって 選ぶよ 5 にせよ」と強い 意見が出たことであ った。 また， 会 

則の中に「 10 年毎に新たに 学会のあ りかたを見直す」という 条文を入れることが 提案され，それ 

らが可決された。 新しい学会にふさわしい 門出というべき 事柄であ った。 出席者 は 200 名を越え 

ていた。 

小休止をして 3 時から， 団勝磨 ・柳田文道・ 古谷雅雄の各博士に よ る記念講演が 行われた。 タ 

刻 ，会場地下の 食堂で懇親のビール・パーティが 催された。 このときの生ビールは 用度 課 職員の 

特別な計らいに よ るものであ り，その費用は 立教大学からの 補助金でまかなわれた。 

第 2 日 (5 月 19 日 ) は，第 1 回大会として ， 2 会場で一般講演 47 題が発表された。 1 題の持ち 

時間は 2Q 分であ った。 一般講演での 新しい試みは 講演番号をテレビで 示したことであ った。 座っ 

たままでテレ ぢ ・カメラの下の 小型の番号プレートを 取り替るだけでことたりたので ，人手の少 

ないのを補い ，また同時に 暗 所で口演の進行状態を 明示することができた。 

口演発表終了後， " 若手研究グループの 集い " が ゼ 「用の特別教室で 行われた。 若い研究者グ 

ループ は 発足した発生生物学会に 大きな期待を 抱いていたのであ った。 

午後 9 時を過ぎて出席者がすべて 立ち去って行ったあ と私一人が控室に 残った。 それまで張り 

つめていたせいか ，疲れが一挙に 出て，しばし 椅子に座ったまま 立ち上がれなかった。 

ちなみに，その 後間もなく立教大学も 大学紛争の波に 呑まれ，学会など 開けるような 状態では 

なくなった。 また，大学事務系の 人たちが学会開催に 協力してくれるような 雰囲気もなくなって 

しまった。 

後日談 設立総会のほとぼりがまだ 覚めないころに 市川 衛 ・佐藤忠雄同先生から 直筆のご丁寧 

な礼状をいただいた。 一つの新しい 学会を産み出すのに 遣り甲斐があ ったことを改めてかみ 締め 

た 。 若手研究グループからも 毛筆に ょ 8 丁重な手紙をいただいた。 謝辞のあ と「日本における 発 

生生物学を よ り一層レベルの 高い学問に育てて 行く上にも，われわれ 若手は今後とも よく 勉強し 

仕事をして行かなければならぬと 痛感しております。 何分にも弱小のグループではあ りますが， 

今後ともよろしくご 指導・ ご鞭捷 のほどお願いいたします」と 結んであ った。 

あ れから 20 年の歳月が流れ ，日本発生生物学会は 今日の盛況をみるに 至った。 礼儀正しい，謙 

虚な若手研究グループは 今やこの学会の 中堅となっている。 だが，前述した 市川 衛 ・佐藤忠雄・ 

五菓 通 ，それに 林 雄次郎の各先生は 今は故人となってしまった。 今更のように 時の移り変りを 感 

じる。 創設当時からみると ， 2 世代，あ るいは 3 世代も若い研究者が 育っているのではないだ 5 

5 か 。 この学会は 10 年毎に学会全体を 見直すと会則に 嘔 っていることを 再度想起し，一層の 発展 

を 期待したい。 
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このチラシは 発足 人 が名前をつら ぬて ，全国の関係者ないし 団体に配布した 総会の案内です。 

( 資 料コ 発起人の趣意書 一日本発生生物学会の 発足について 一 

年度変りの時期となり ，皆様方にはご 多忙のうちにもますますご 健勝のことと おょ ろこび申し 

上げます。 

さて，わが国に 動植物の発生現象に 関する学問分野が 導入されてから ，すでに一世紀の 年月を 

経てまいりました。 導入初期から 現在に至るまでこの 分野で国際的に 高く評価された 数々の業績 

が生れてきたことはご 承知のところであ ります。 

ところで，戦後，遺伝学・ 微生物学・生化学・ 分子生物学など ，関連分野の 著しい発展に 伴い ， 

発生学は戦双における 形態学的手法に 基づいた古典的概念から 脱皮 し，く 発生と形態形式に 関与   
する要因の分析と 統一原理の追求 ) とい 5 意図のもとに ，発生生物学として 新たな発展をしつつ 

あ ります。 その結果，医学・ 薬学・農学などの 分野との関連を 深め ， 時とともにますます 多く 

の 研究者の関心を 呼んでおります。 

ひるがえって ，わが国の発生生物学関連分野の 現状をみますと ，多くの研究が 行なわれてお   

ながら，研究者は 動物学・植物学・ 医学・薬学・ 農学といった 系統別の学会に 分散されており ， 

集中的な研究交流の 場が設げられておらない 状態であ ります。 そこで，発生生物学の 今後におけ 

る発展性から ，またこの分野における 諸外国の現状からみまして ，わが国の発生生物学関係者がそ 

れぞれの所属学会を 超えて単 - の研究交流の 場を持っことは 是非必要であ ろうと考えられます。 

この ょう な次第で ， 私たち有志 は ， このたび日本発生生物学会の 設立について 同意に達し ， 

そのための諸準備を 進めてまいりました。 私たち 

といたしましては ， この際新しい 学会へ， より 広 

い 層から参加を 強く希望Ⅰております。 幸にし 

て ， この趣旨にご 賛同下さいますならば ，関係者 も 。   

の方々に積極的にご 入会をおすすめかただ ぎ，わ 

が 国における発生生物学の 発展のためにお フフ を た 

まわります 5 5 念願する次第であ ります。 

日本発生生物学会第 1 回大会の会場廊下で 歓談する会 

員たち左から 団勝麿 ， 楓 」 @ 雄 ， G.W. ホースの各博士 
一一撮影 織田秀実一一 

1968 年 3  月 1  口 

発 起 人 一 同 
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6.  第 3 回初代培養肝細胞研究会のお 知らせ 

日本発生生物学会編集部 

昭和 61 年 10 月 14 日 

拝啓 

この度，下記の 要領にて「第姉回初代培養肝細胞研究会」を 開催したいと 存じますので ， 貴学 

会員に伝達お 願いいただきたく 存じます。 

つぎましては 貴 学会機関誌のニュース ，集会告知 欄 に出来るだ け 早期にご掲載いただげれば 幸 

甚に存じます。 

宜しくお願い 申し上げます。 敬具 
  

世話人 

( 代表 ) 佐藤 二郎 岡山大学医学部 癌源 研究施設 教授 

小出 典夫 岡山大学医学部中央検査部 講師 

坂上 賢一 岡山大学医学部第一覚科 講師 

平松 祐司 岡山大学医学部産婦人科 

宮崎 正博 岡山大学医学部病源研究施設 講師 

( 五十剤 l 原 ) 

記 

  

「第姉回初代培養肝細胞研究会」お 知らせ 

日 時 昭和 62 年 6 月 4 ～ 5 日 

場 所 地方公務員共済 まきび会館 ( 岡山市 ) 

出席，発表の 詳細は下記に 郵便にてお問い 合わせ下さい。 

連絡先 初代培養肝細胞研究会事務局 

〒 770  徳島市蔵 本町 3 丁目 18 番地の 15 

徳島大学医学部酵素研究施設 酵素病理部門 

7.  成浅 海外出張旅費援助者の 募集 

第 5 回前期分として 1 名を募集します。 

援 助 金 額 20 万円 

応 募 締 切 昭和 62 年 4 月 30 日 

申請用紙送付 先 〒 160 新宿区西早稲田 1-6-1  早稲田大学教育学部生物学教室内 

日本発生生物学会事務局 

申請用紙は上記事 動局に御 請求下さい。 
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山田科学振興財団援助について 

昭和 62 年度山田科学振興財団への 研究援助候補推薦について 

山田財団から 研究援助候補推薦要領が 届きました。 応募なさる方は 学会事務局へ 推薦善用紙を 

申し込んで下さい。 

1) 推薦善用紙送付 : 61 年 9 月 

2)  申 請 期 限 : 62 年 1 月末日 ( 発生生物学会事務局あ て郵送 ) 

3) 学会内審査 : 2 月 

4)  財団へ推薦 : 3 月上旬 

推薦要領は次の 通りです。 

昭和 f62 年度 山田科学振興財団研究援助候補推薦要領 

援助の趣旨 本 財団は，自然科学の 基礎的分野における 重要かつ独創的な 研究に従事する 個人 文 

ほ グループに対し 援助します。 

援助の件数及び 期間 選考方法 

ィ 件数 1 件 1 千万円以内の 援助を 10 件 選考委員会において 選考の 5 え ，理事会が 

内外 決定します。 

ロ 期間 Ⅰ年を原則とします。 研究の継 選考結果の通知 

続を必要とする 場合は，毎年提出された 昭和 62 年 7 月末造 に 推薦者及び代表研究者 

推薦 書 に基づき選考します。 等にあ て通告します。 

推薦方法 援助金の贈呈 

イ 推薦者 本 財団が依頼した 学 ( 協 ) 会の 選考結果の通知後 2 分割して支給します。 

代表者 推薦 書 送付先及び連絡先 

ロ 推薦件数 1 推薦者ごとに 4 件以内 財団法人 山田科学振興財団 

ハ 推薦手続 推薦者は，以下の 書類を整 (Yamada@ Science@ F0undation) 

え， ご 送付願います。 〒 544 大阪市生野区 巽西 1 丁目 8 番 1 号 
1. 所定の推薦 書 用紙又はその 写しに必 電話 大阪 (06)  757 局 3311 「代表 ) 

要事項を記入したもの 5 部 研究の成果又は 会計の報告 

2. 添付書類 ( ぺージ・研一 5  参照 ) 援助金の受領者に 対して，必要に 応じ ，研 

記載上の注意 究 経過，研究成果又は 会計について 報告書 

イ 黒 イソ ク で明瞭に記入して 下さい。 の提出又は発表を 求めます。 

ロ 紙面不足のときには ，同型同大の 別紙 付 
で 追加して下さい。 イ 援助金の使途を 変更する場合には ，予め 

ハ 推薦 書 第 1 頁欄外の脚注には 記入しな 木 財団の承諾を 得て下さい。 

いで下さい。 口 援助金から支出することのできない 経費 

二 代表研究者は 所属する大学 ( 部等 ) . 研 は ，文部省科学研究費の 場合に準じます。 

究機関等の長から 本 援助の申込をするこ 。 研究成果を文書によって 発表される際に 

とについての 承諾を得て下さい。 は ， 本 財団 ( 財団法人 山田科学振興財団， 

推薦締切期日 Yamada  Science,Foundation) の援助によ 

本 財団へ推薦 書 が到着する締切期日は 昭 る 旨を記載し，韻文の 類いにあ ってはその 

前 62 年 3 月 31 日 ( 火 ) です。 別刷 2 部，また著書の 類いにあ ってはその 
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1 部をご寄贈願います。 書類は ，お 返しいたしません。 

ニ ご 提出いただきました 推薦書及び添付 

研 究 者 各 位 へ 

推薦者の項に 対応する 学 ( 協 ) 会は次 記 のとおりです。 学 ( 協 ) 会により締切期日及び 募集方法等 

が 異なりますから ，代表研究者は 応募の際， 各学 ( 協 ) 会にお問い合せ 願います。 

@@@ 

日本天文学会 日木地球電気磁気学会 日 本 薬 学 会 日本動物学会 

日本植物学会 日本物理学会 日 本 化 学 会 日本生化学会 

日本細胞生物学会 日本免疫学会 応用物理学会 高分子学 会 
日本生理学会 日本生物物理学会 電子通信学会 日本分析化学会 

日本遺伝学会 日本発生生物学会 日本金属学会 口木農芸化学会 

日本分子生物学会 日本植物生理学会 

8,  第 6 回発生懇話会の 報告 

前 略 

去る 7 月 19, 20 日に，福岡県芦屋町の 国民宿舎「あ しや」にて，第 6 回の九州・山口発生懇話 

会 が開かれました。 九州の各県と 山口県から発生生物学会の 会員，非会員 3h 名が参加し，下記の 

10 の話題を中心に 活発な討論が 行われました。 また，懇親会の 時には，今後のこの 会のもちかた 

についての意見交流等も 含め，夜遅く 迄 ，参加者同士の 親睦を深め合いました。 懇親会の席上で 

来年の第 7 回の懇話会の 世話役は，宮崎大学の 芋虫氏にお願いすることになりました。 草々 

1986 年 8  月 18 日 

第 6 回発生懇話会 世話人 大塚英司 ( 九人・教養・ 生物 ) 

林 宏文 ( 産業医大・動物研究 セ ソタ一 ) 

第 6 回九州・山口発生懇話会 話題 

1)  ヒキガエル卵の 卵膜形成過程 田尻浩章 ( 山口大・ 理 ・生物 ) 

2) 両生類の卵割速度は 何によって決まるか 坂井雅夫 ( 鹿児島大・ 理 ・生物 ) 

3)  両棲類の脳幹の 内部構造の分化 岩堀俊明， 横平 弥生，清田悦予 ( 長崎大・ 医 ・第一解剖 ) 

4)  正常 グリ アの発生と経胎盤的バリオーマの 発生 ( ラ " ト )  池田高良 ( 長崎大・ 医 ・病理 ) 

5)  放射線照射後の 骨髄再生に関する 研究 一 Pa 「 abiosis rats を中心に一 

矢野京子 ( 国立療養所福岡夷病院歯科 ) 

6)  コラーゲ ソ の生物学 宇宿 源太郎 ( 熊大 ・ 医 ・ 遺研 ) 

7) 両生類の in vitro における精子形成 安部真一 ( 熊大 ， 理 ・生物 )   
8)  始原生殖細胞の invitro での動態桑名 貴 ，藤木十四 秋 ( 熊大 ・ 医 ，第三解剖 ) 

g)  E 1 マウスにおけるてんかんの 研究 1 笛田 由紀子， 2 三田隆 
(1 産業医大・ 医短 ， 2 産業医大・分子生物 ) 

10) 球状タンパク 質 チ " 一 ブリンの分子配列 一 マウス卵管腺毛上皮細胞の 微細管形成一 

林 宏文 ( 産業医大・動物研究センタ 一 ) 
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